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簡易放射営業デモ機 手順書
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ はじめに ※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

・デモ機は電波を照射します。電波暗室、シールド室内での使用を徹底してください。
電波暗室、シールド室内以外での使用は禁止！！となります。

・デモ機は高価な機器が多数あります。梱包・発送・取扱いには十分注意してください。

・デモ機は機器の仕様により下記試験条件での運用となります。
周波数範囲：80MHz〜2GHz
変調：CW、AM（定ピーク）※定ピークについては付属書で説明します。

放射イミュニティ試験プリチェック用条件

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

更新日：2023/10/5

試験レベル（暫定最大値）アンテナ距離周波数品名
18V/m200mm

80MHz〜380MHzバイコニカルアンテナ 5.4V/m300mm
1.8V/m400mm

18V/m
100mm
200mm
300mm
400mm

380MHz〜2GHzTEMホーンアンテナ

1W
（アンテナ端への入力電力）−670MHz〜2GHz広帯域スリーブアンテナ



2

簡易放射営業デモ機 手順書

目次
1. 機器の確認と接続・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P3〜4
2. 出力確認・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P5〜10 ※必要な場合のみ
3. 試験実行（ＴＥＭホーンアンテナまたはバイコニカルアンテナ）・・・・P11〜16
4. 試験実行（広帯域スリーブアンテナ）・・・・・・・・・・・・・・・・P17〜18
5. 付属書：ＡＭ変調（定ピーク）について・・・・・・・・・・・・・・P19



1. 機器の確認と接続（1/2）
下記①〜⑧の機器があることを確認し、写真と次ページを⾒て接続します。
※注意※電力増幅器は電波を照射する直前まで必ず電源をOFFにしてください。
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①信号発生器

②同軸ケーブル0.5m

③電力増幅器

④同軸ケーブル3.5m⑤TEMホーンアンテナ

⑥パソコン

⑦ドングルキー
⑧USB-GPIB

型式品名No
8648B信号発生器①
RG223U/N(P)/N(P)/0.5m同軸ケーブル 0.5m②
NA20MF60G2電力増幅器③
RG214HF/N(P)/N(P)/3.5m同軸ケーブル 3.5m④
THA-380M60G
or THA-380M70GTEMホーンアンテナ

⑤ NKU07M32G
or NKU2460G

広帯域
スリーブアンテナ

BBVU 9135＋UBAA 9114バイコニカルアンテナ
（管理番号：16450007c）パソコン⑥
-ドングルキー⑦
-USB-GPIB⑧
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ケーブルに取り付けられたタグを確認しながら
電力増幅器のRF INに②同軸ケーブル 0.5m
RF OUTに③同軸ケーブル 3.5mを接続します。

パワーアンプに電源ケーブルを接続します。

パソコンに⑦ドングルキーと
⑧USB-GPIBを接続します。

1. 機器の確認と接続（2/2）
機器の接続を下記で補足します。

信号発生器に⑧USB-GPIBと
電源ケーブルを接続します。

②同軸ケーブル0.5m

④同軸ケーブル3.5m

⑧USB-GPIB

⑦ドングルキー

③電力増幅器

⑥パソコン

①信号発生器
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2. 出力確認（1/6）

出力確認では終端電力（出力ケーブル端）が設定した試験レベルとなっていることを確認します。

機器の接続を変更します。④同軸ケーブル 3.5m を ⑤TEMホーンアンテナ から外し
スペクトラムアナライザの入力ポート（RF IN）に接続します。※出力確認ではアンテナを使用しません

④同軸ケーブル3.5m

⑤TEMホーンアンテナ

スペクトラムアナライザ

外します
接続します



2.
ソフトが起動し右の画面が
ポップアップするので
しばらく待ちます。

1.
パソコンを起動しデスクトップの
ショートカット
[簡易近接_NETS-EMS-H3177]
を開きます。

4.

ファイルを開くが表示されたら
[ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ(.prj)]
を選択します。

3.
試験項目選択画面が
立ち上がったら
[★出力確認(スペアナ必要)★]
を選択して
画面下のOKを押します。
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2. 出力確認（2/6）



6.
下の画面が立ち上がります。

5.
プロジェクトファイル
[出力点検1GHz_0dBm.prj]
を選択し開くを押します。

8.
開始の確認が表示されたら
開始を選択します。

7.
メニュー ＞ 試験(T) ＞ 試験開始...
を選択します。
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2. 出力確認（3/6）



10.
メッセージが表示されるので
スペクトラムアナライザが接続されていることを確認後
スペクトラムアナライザの設定を変更し
1GHz 0dBmの出力を観測できる設定にしてください。
設定後確認を選択します。

9.
右の画面が表示されたら
確認を選択します。

12.
試験が開始され
60秒間 1GHz 0dBm
が出力されます。

11.
続けてメッセージが表示されるので
電力増幅器の電源をONにしてください。
ONにした後確認を選択します。
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2. 出力確認（4/6）



14.
1GHz で 0dBm（許容差±1.5）
が出力されていることを確認します。

13.
試験中にスペクトラムアナライザの画面を確認します。

16.
試験開始のウィンドウが消えます。

15.
出力が確認できたら試験を終了します。
試験終了(F1)を選択してください。

試験60秒経過していると
試験終了のポップアップが表示されています。
その場合はOKを選択後
試験終了(F1)を選択してください。
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2. 出力確認（5/6）



18.
右上の×マークを選択し
プロジェクトファイルを閉じます。

結果の保存がポップアップします。
いいえを選択してください。

17.
試験終了後は必ず
電力増幅器の電源をOFFにしてください。

16.
試験項目選択画面が表示されるので
任意の試験項目を選択して試験を実行してください。

15.
以上で出力確認は終了です。
④同軸ケーブル 3.5mをアンテナに繋ぎ直してください。

続けて別の試験を行う場合は
メニュー ＞ オプション(O) ＞ 試験項目選択(T)...
を選択します。
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2. 出力確認（6/6）



2.
ソフトが起動し右の画面が
ポップアップするので
しばらく待ちます。

1.
パソコンを起動しデスクトップの
ショートカット
[簡易近接_NETS-EMS-H3177]
を開きます。

4.

ファイルを開くが表示されたら
[ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ(.prj)]
を選択します。

3.
試験項目選択画面が
立ち上がったら
[TEMﾎｰﾝ(THA380M70G)]
または[TEMﾎｰﾝ(THA380M60G)]
または[ﾊﾞｲｺﾆ(UBBA9114+BBVU9135)]
を選択して
画面下のOKを押します。

11

簡易放射営業デモ機 手順書
3. 試験実行（ＴＥＭホーンアンテナまたはバイコニカルアンテナ）（1/6）



6.
下の画面が立ち上がります。

5.
EUTとアンテナの距離ごとに
プロジェクトファイルが
あります。
アンテナ距離を確認しその距離の
[〇〇〇mm_〇〇〇〇.prj]
を選択し開くを押します。

8.
★印加時間の変更方法★
項目の印加時間に任意の値を入れてください。

7.
★試験周波数の変更方法★
項目の試験開始周波数、試験終了周波数に
任意の値を入れてください。
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3. 試験実行（ＴＥＭホーンアンテナまたはバイコニカルアンテナ）（2/6）



10.
★変調の変更方法★
項目の変調方式でCWもしくはAMを選択してください。
※AM変調は定ピークとなります（付属書参照）

9.
★試験レベルの変更方法★
項目のセグメント開始時試験レベル、
セグメント終了時試験レベルに
任意の値を入れてください。

12.
開始の確認が表示されたら
開始を選択します。

11.
試験条件（周波数、印加時間、レベル、変調）を確認後
メニュー ＞ 試験(T) ＞ 試験開始...
を選択します。
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3. 試験実行（ＴＥＭホーンアンテナまたはバイコニカルアンテナ）（3/6）



14.
続けてメッセージが表示されるので
電力増幅器の電源をONにしてください。
ONにした後確認を選択します。
電波が照射されます。

13.
下の画面が表示されたら確認を選択します。

16.
★任意の試験周波数から開始する方法★
一時停止中に周波数リストで
任意の周波数を選択後
再開ボタン(F3)を押します。
その際試験レベルを入力することで
任意の試験レベルで
試験を再開できます。

15.
試験実行中に一時停止ボタン(F2)を押すと
試験を一時中断することができます。
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3. 試験実行（ＴＥＭホーンアンテナまたはバイコニカルアンテナ）（4/6）



18.
試験終了後のポップアップが表示されます。
OKを選択後
試験終了(F1)を選択してください。

17.
★任意の試験周波数、レベルで電波を照射する方法★
一時停止中に周波数リストで
任意の周波数を選択後
・試験レベルを入力（必要に応じて）
・変調有効にチェック（必要に応じて）
を行い、
マニュアル欄のONを選択することで
電波が照射されます。
OFFを選択するまで電波が照射されます。

20.
試験終了後は必ず
電力増幅器の電源をOFFにしてください。

19.
試験開始のウィンドウが消えます。

15

簡易放射営業デモ機 手順書
3. 試験実行（ＴＥＭホーンアンテナまたはバイコニカルアンテナ）（5/6）



22.
続けて別の試験を行う場合は
メニュー ＞ オプション(O) ＞ 試験項目選択(T)...
を選択します。

21.
右上の×マークを選択し
プロジェクトファイルを閉じます。

結果の保存がポップアップします。
いいえを選択してください。

−23.
試験項目選択画面が表示されるので
任意の試験項目を選択して試験を実行してください。
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3. 試験実行（ＴＥＭホーンアンテナまたはバイコニカルアンテナ）（6/6）



2.
ソフトが起動し右の画面が
ポップアップするので
しばらく待ちます。

1.
パソコンを起動しデスクトップの
ショートカット
[簡易近接_NETS-EMS-H3177]
を開きます。

4.

ファイルを開くが表示されたら
[ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ(.prj)]
を選択します。

3.
試験項目選択画面が
立ち上がったら
[広帯域ｽﾘｰﾌﾞ(NKU07M32G)]
または[広帯域ｽﾘｰﾌﾞ(NKU2460G)]
を選択して
画面下のOKを押します。
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4. 試験実行（広帯域スリーブアンテナ）（1/2）



6.
下の画面が立ち上がります。

5.
プロジェクトファイル
[NKU07M32G.prj]
または[NKU2460G.prj]
を選択し開くを押します。

−7.
以降は
ＴＥＭホーンアンテナまたはバイコニカルアンテナ
の試験実行と
同様の手順となります。

P11
3. 試験実行（ＴＥＭホーンアンテナまたはバイコニカル
アンテナ）（2/6）
の 7. 以降を確認し試験を実行してください。

18

簡易放射営業デモ機 手順書
3. 試験実行（広帯域スリーブアンテナ）（2/2）
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定ピークについて説明する前に先ずは⺠生機器で使われる
IEC61000-4-3でのAM変調について説明します。

IEC61000-4-3では試験レベル10V/mで
AM変調（変調周波数：1kHz、変調深度：80%）を
行った際の実際のピーク値は図1のように18V/mとなります。
これは試験レベル10V/mのCWに対して
AM変調を掛けるという考え方のためです。

対して車載向けのISO11452-1では
試験レベル10V/mで
AM変調（変調周波数：1kHz、変調深度：80%）を
行った際のピーク値は図2の通り10V/mです。
これはCWとAMのピーク値が同じになるように制御しているためです。
これを一定ピーク試験レベル（通称：定ピーク）と呼びます。

デモ機のソフト、簡易近接NETS-EMSではAM変調は定ピークのみとなります。
したがって⺠生の考え方で 試験レベル10V/mでAM変調 の電波を照射したい場合には
ソフト上の試験レベルは 18V/m で設定し試験を行う必要があります。

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

10V/m
18V/m

図1：IEC61000-4-3準拠のAM(1kHz 80%)変調

CW AM

CW AM
10V/m

図2：ISO11452-1準拠のAM(1kHz 80%)変調

5.付属書：AM変調（定ピーク）について


